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所 在 地

介護理念「楽しく・美しく・いつまでも・地域と共に」をスタッフが
理解し実践している。施設は純和風な作りをしており、居室は畳部屋
で高齢者の方が心地よく生活できるよう環境を整えている。スタッフ
は、ご利用者様本位のサービスを提供することを目標としており、日
常生活においてはご利用者様の個々のペースを把握し、起床・食事・
入浴時間において固定せず、可能な限り希望通りのサービスが提供で
きるように配慮している。また、ご利用者様が退屈しないようにレク
リエーションや行事に力を入れており、ご家族をお招きしての感謝の
日会や敬老会等実施し、ホームでの生活が楽しいものとなるよう取り
組んでいる。その他、施設全体でも地域交流にも力を入れていおり、
毎年開催される夏祭りや定期的に開催しているサロンでは、地域方に
お越しいただいて、地域に貢献できる施設を目指している。

事業所は、市内を見渡せる高台に位置し、同じ敷地内には同法人の特
別養護老人ホームやケアハウスがあり、渡り廊下によってつながって
いる。
２ユニットの事業所は、リビングフロアーを共有し、広くゆとりのあ
る空間で食事や談笑をすることができる。居室は和室であり、すべて
の部屋に畳が敷かれ、タンスや飾り棚を持ち込み、自宅のような雰囲
気である。
理念「楽しく・美しく、いつまでも地域と共に」にあるように、楽し
く、和気あいあいとした事業所であり、職員は一丸となって理念の実
践に取り組んでいる。事業所の課題も職員が共有しており、解決に向
けて前向きに取り組む姿勢がある。

（電　話）092-503-9008

評価結果確定日

http://www.kaigokensaku.jp/

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会
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１．　　自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 結 果
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福岡県　（ユニット　北棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげて
いる

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理
解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への
取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの
意見をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情
やケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関
係を築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定
基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解してお
り、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる

居室施錠については、短時間でも、施錠
しない取組を検討し、実践して欲しい。

事業所には「楽しく・美しく・いつまで
も・地域と共に」といった独自の理念が
あり、職員に浸透している。毎朝の朝礼
時に唱和し、前日の支援が理念に沿って
いたかを毎回振り返って確認している。

法人単位で町内会に加入しており、事業
所が主催する敬老祝賀会や秋祭りには地
域住民も参加している。また、２か月に
１度、「まごころサロン」を同地域の介
護施設、病院とで共同で運営しており、
カフェや地域の企業も参加しての物販
コーナー、ボランティアの協力によるハ
ンドマッサージやマニュキュア等、様々
な催しを企画し実施している。

運営推進会議には、利用者、家族の他に
地域包括支援センターや保護司、病院連
携室、民生委員等が参加している。事業
所の状況報告を始め、非常災害の際に、
事業所が地域住民に対して対応できる
事、避難場所の提供や臨時の入所、空床
状況の案内等の説明を行っている。

事業所は運営推進会議以外でも、何か相
談があれば区の担当者に随時相談してい
る。
行政や老人福祉施設協議会が主催する行
事に、積極的に参加し情報交換や交流を
行っている。

事業所の玄関は日中施錠されておらず、
自由に出入りができる。その他の身体拘
束も行わない方針である。職員は利用者
の外出傾向を把握し、声かけや外出に同
行する等して対応している。
身体拘束に関する研修は、外部研修を受
けた職員が、法人の職員連絡会にて報告
し、その後に事業所の中で伝達の研修会
を行っている。

施設方針で身体拘束は行っていない。身体
拘束廃止マニュアルを作成し、スタッフが
閲覧できるようにしている。マニュアルは
定期的に見直し、話し合いしている。施設
内にて定期的に職員研修も行われており身
体拘束について学ぶ場を設けている。日
中、玄関の施錠は行っていない。居室施錠
が必要なご利用者様にはご家族へ説明し同
意を得て、ケアプランに反映させている。

項　　　　　　目

「楽しく・美しく・いつまでも・地域と共
に」の介護理念を掲げている。スタッフは
毎日申し送り時に介護理念を暗唱してい
る。また、理念を元に昨日実施した利用者
様との関わりを報告してもらっている。ス
タッフ同士良い刺激となっており、理念を
意識しながら日常業務に取組んでいる。

法人として毎年開催する夏祭りや地域の施
設や病院と協力して定期的に開催している
サロンでは沢山の地域の方にお越しいただ
いている。敬老会には近隣の保育園や幼稚
園の園児の来訪があり、歌や遊戯などでご
利用者様と交流している。また、法人とし
て地域の運動会に参加している。

法人として介護相談センターを設け、地域
の方が認知症を含めた高齢者介護全般につ
いて相談できる場を設けている。また、地
域の施設や病院と協力して開催しているサ
ロンでも相談を行えるようコーナーを設け
ている。

会議の中で事業所の活動や取組、ご利用者
様の状況について報告している。その中
で、委員の方からのご意見やアドバイスを
いただき、グループホームのサービスの向
上へ繋げているが、ご家族様からの意見が
少ないために発言しやすい雰囲気作りが必
要だと感じている。

運営推進会議の委員として地域包括支援セ
ンターの方に参加していただいている。事
業所の状況を報告したり、地域の方の困っ
た事例を相談している。施設の夏祭りや敬
老会にも出席いただき日頃から交流を図っ
ている。
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項目番号 外部評価

【Ⅰ　理念に基づく運営】
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福岡県　（ユニット　北棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を
持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ
とがないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度
について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合
い、それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞
く機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を
把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上
心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

成年後見制度や日常生活自立支援事業の
利用説明は、利用開始時の契約の際に
行っている。
利用相談があった場合は、速やかに法人
本部と連携し、相談窓口へつなぐ仕組み
がある。

利用者からの食事に対しての希望には、
利用者と一緒に買い物に行き、利用者に
選んで買ってもらったり、製作に使う色
えんぴつが欲しいといった希望にも、利
用者に選んでもらうようにしたりと日常
的な利用者の希望にも随時対応してい
る。ご家族には、毎月、担当からの手紙
や行事の案内、新聞、写真を郵送し、利
用者の状況がよくわかるように工夫して
いる。

外部評価の自己評価は職員で話し合いを
行い、管理者が意見をまとめている。管
理者は日頃よりコミュニケーションを取
ることを心がけ、職員からの意見が上が
りやすいように配慮している。設備や備
品の配置、変更、購入など、利用者を第
一と考え危険のないように意見や提案を
積極的に行うことができている。

年に一度、職員と労務担当者が個別に面接
する機会を設けている。日頃から職員がや
りがいをもって働けるよう、職場環境の整
備に努めている。

全スタッフは施設内の職員研修にて高齢者
虐待防止について学ぶことができる。万が
一、スタッフが虐待へと繋がる対応を発見
した場合は迅速に対応している。

全スタッフは施設内の研修において成年後
見制度・日常生活自立支援事業について学
ぶ機会を設けている。入居契約時には成年
後見制度についてご説明を行っている。ま
た、家族からの希望があれば、申請手続き
に関して支援、協力をしている。

入居契約時には、重要事項・契約内容につ
いて読み合わせを行っている。一項目ずつ
十分時間をとって説明を行っており、説明
不足がないように配慮している。また、不
安や疑問などがないか確認している。長期
にわたる利用での不安や料金改定の説明で
の疑問は、ご家族が納得されるまで説明を
行っている。

定期的なサービス担当者会議や運営推進会
議などにて、ご本人様やご家族様から意見
を聞く機会を設けている。また、面会時に
おいてもコミュニケーションを取りながら
要望がないかお聞きしている。

ミーティングなどで職員が意見を述べる場
を設けている。その他、希望に応じて意見
を聴く機会を設け日頃より業務改善を図っ
ている。また、年に一度職員に対しアン
ケートを実施しており意見や提案を聞く場
を設けている。
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福岡県　（ユニット　北棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたって
は性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにし
ている。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮し
てい生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が
十分に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重す
るために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組ん
でいる

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量
を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きな
がらトレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通
じて、サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保す
るための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努め
ている

職員採用では、性別や年齢で判断してい
ない。定年年齢はあるが、継続可能であ
り、以降は1年毎の更新となる。
年に２回法人代表者の面接があり、人事
考課制度も導入・運用されている。

事業所からの外部研修参加以外でも、法
人全体で外部の研修に参加する機会を設
けており、研修参加者は、職員連絡会に
て報告することで、事業者以外の職員が
参加した研修内容もフィードバックでき
る仕組みがある。人権に関しても、高齢
者に限らず様々な人権問題を研修で学ぶ
機会があり、伝達研修が行われている。

入居前には必ずご家族様と面談を行い、不
安や要望などお聞きしている。ご家族様と
よく話し合いを行い、信頼関係の構築に努
めるとともに、当施設がどのような施設で
あるかを理解していただくよう努めてい
る。

職員の採用にあたっては、個別面接にて決
定しており年齢や性別などの制限は設けて
いない。また、職員ひとりひとりの能力や
経験に合わせ積極的に外部研修に参加する
機会を設けている。

施設内の研修にて、人権・接遇等に関する
勉強会を定期的に開催している。また、日
頃よりご利用者様に対する言葉遣い等につ
いて気を配るよう促している。

定期的に職員勉強会や施設内で委員会を開
催している。職員の能力や経験に合わせて
グループホーム内での係や委員会の担当を
任せている。また、外部研修に参加し、ス
キルアップの機会を提供している。

職員を外部研修に参加させたり、近隣の病
院や施設と協力して開催しているサロンに
て同業者と交流する機会を設けている。

サービスを導入する前には必ず面談を行
い、ご本人様より希望や不安についてお聞
きしている。また、不安については、特に
注意し声かけ方法など配慮している。サー
ビスを安心して開始していただけるよう信
頼関係構築に努めており、スタッフ間でも
情報交換を行っている。
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【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】
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福岡県　（ユニット　北棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含
めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らし
を共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と
家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を
築いている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関
係が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利
用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めてい
る

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性
を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし、相談や支援に努めている

利用開始時には、本人や家族から馴染み
の人や場所を聞き取り、アセスメントを
行っている。また、在宅ケアマネジャー
の情報をもとに把握している。
以前の友人に手紙でやりとりしたり、携
帯電話で直接話をしたりする関係が継続
されている。利用者の友人が、馴染みの
美容院に連れていくこともあり、地域と
の関係継続を支援している。

長期入院のために退所された方で、併設さ
れた特養への入所希望があればご案内して
いる。特養へ入所された方については、仲
の良かったご利用者様とスタッフが特養を
尋ねたりして交流を図っている。

入居前のご本人様やご家族様との面談の中
で、どのような生活を望んでいるのかを把
握するよう努めている。その中で、当施設
で提供可能なサービスについて説明し納得
された上でご入居いただいている。ご本人
様やご家族様の希望するサービスが提供で
きない場合は、他の事業所を紹介する場合
がある。

スタッフはご本人様の力を借りながら、食
器拭きや野菜の皮むき、洗濯物たたみなど
お願いし共に生活している。スタッフはご
本人様の思いを尊重しながらひとりひとり
に合った個々の力を大切に支援するよう努
めている。

感謝の日会や敬老会などの行事時に、ご家
族様を招待したり、可能な場合はご家族様
に外出支援への参加お願いしている。面会
時や毎月担当者からご家族様へご利用者様
の近況報告や写真を送ったりしてご家族様
との情報共有に努めている。携帯電話をお
持ちの方は捜査の支援や手紙をいただいた
際は返信の支援をしている。

かかりつけの病院や行きつけの美容室など
について、ご本人様やご家族様の希望を優
先している。また、外出の希望があれば実
現できるように対応している。

スタッフは、日頃からご利用者様の人間関
係を把握し、ご利用者様間のトラブルを未
然に防ぐように努めている。また、レクリ
エーションなどを通してご利用者様同士で
応援などの声かけが行えるような雰囲気作
りをしている。

―

―

―

―
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福岡県　（ユニット　北棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努め
ている。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、こ
れまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の
現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意
見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成し
ている

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記
録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる

「本人が大切にしてきた物や事柄」、
「趣味・嗜好」、「本人の希望」、「家
族の希望」の記載欄のある書式によりア
セスメントを行っている。ご本人との
日々の関わりやご家族との会話などか
ら、ご本人の希望や意向を聴き取ってい
る。

日々、職員から聴き取りした物をまとめ
てモニタリングノートを作成している。
モニタリングノート、それまでに把握で
きたご本人やご家族の思い等に基づいて
ケア会議を行い、ご本人の課題として上
がってきた物を担当者会議でご本人、ご
家族を交えて介護計画を作成している。

基本的に面会時間を設けているが、時間外
の面会についても柔軟に対応している。

スタッフは、日頃よりご本人様やご家族様
との会話の中で希望や意向の把握に努め、
希望に沿った生活が送れるように配慮して
いる。また、外出の希望がある場合は、ご
家族様と相談し個別支援にて対応してい
る。把握が困難な方の場合は、ご家族様か
らの情報や入居前のサービス事業所からも
情報を得ている。

スタッフはご本人様やご家族様からの情報
やご利用者様同士の会話を参考にすると共
に、日頃よりご利用者様ひとりひとりの生
活歴や趣味・好みなどの情報収集に努めて
いる。また、スタッフ同士、情報共有に努
めている。

スタッフは日頃よりひとりひとりの生活リ
ズムを理解し尊重している。毎日のバイタ
ル測定や細かな表情を気にかけ様子観察を
行っている。体調変化がある場合は、主治
医へ相談しており連携を図っている。

モニタリングでは、計画作成担当者や担当
スタッフだけでなく他のスタッフからも幅
広く意見を募り行っている。意見をもとに
担当者会議にてご本人様やご家族様の意見
を受け、ご本人様が安全にかつ安心して希
望する生活が送れるための介護計画の作成
に努めている。

介護記録については、キーワードを基に日
常の様子など細かい点について、ご本人様
の言葉も記入している。また、記録だけで
は伝わらない点については、毎日申し送り
を行い、口頭にて伝達している。問題点が
あればその都度話し合いを行い、解決する
ようにしている。

―
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【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】
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福岡県　（ユニット　北棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本
人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ
ことができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医
療を受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々
の利用者が適切な受診や看護を受けられるように支援して
いる

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との
情報交換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階か
ら本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共に
チームで支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急
手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付け
ている

入居者のかかり付け医療機関一覧表が整
備されている。家族同行での受診時には
診療の手助けとなるよう、経過記録を家
族に貸し出している。訪問診療を受けて
いる入居者については医療機関からの診
療報告を申し送りファィルに綴じ込ん
で、職員間に周知させている。

重度化・終末期に向けた方針は、契約
書、運営規程に明記してある。毎夕、終
礼時の申し送りで、その夜の要観察者、
要注意点、緊急時連絡先について夜勤者
に口頭で申し送っている。重度化した場
合の対応についてはかかり付け医の指示
に従って、家族と連携しながら対応して
いる。

全スタッフは対応について理解している。
施設内にて定期的に研修があり学ぶ機会を
設けている。各項目でマニュアルを作成
し、定期的に見直しを行っている。感染対
策用の備品は、すぐに取り出せる場所に置
いており、点検をするように心がけてい
る。

在宅時の馴染みの病院や薬局を把握し、入
居後も引き続き利用できるように支援して
いる。入居したことにより地域との関係が
途切れないようにしている。

かかりつけ医に関しては、ご本人様やご家
族様に意向を伺い希望を尊重している。そ
れぞれの主治医と連携をとりながらご利用
者様の健康を図っている。また、訪問歯科
回診も行っている。

当グループホーム内に看護師は配属されて
いないが、日々の状態で疑問に感じた場合
や急変時の対応・感染症の予防など、必要
な場合は併設の特養の看護師に相談し助言
を受けている。また、スタッフは訪問診療
のかかりつけ医の看護師と連携をとりひと
りひとりの健康管理に努めている。

ご利用者が入院した場合、定期的に病院を
訪れ看護師やソーシャルワーカーから話を
聞き、治療の経過やご利用者様の状況など
について情報を得ている。また、スタッフ
は日頃の受診付添の中から医師や看護師と
の関係作りに努めている。

施設見学・入居希望の問合せや入居契約時
に施設で出来る事とできない事についてご
本人様やご家族様に必ず説明し納得してい
ただいている。重度化した場合は、主治医
に相談し連携を強化すると共にスタッフ全
員が情報を共有している。万が一、当施設
で生活が続けられなくなった場合、他施設
や病院と連携をとり受け入れ先を探してい
る。

―

―
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福岡県　（ユニット　北棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が
避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との
協力体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ね
ない言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定
できるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援
している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付
けをしている

法人内の「非常時対策委員会」に於い
て、災害の種類に応じた避難場所・避難
経路について検討されたものがマニュア
ル化されている。ハザードマップ上でも
土砂災害区域とされており、より善い対
策について検討が進められている。非常
用品は、２本の渡り廊下で結ばれている
特養の保管庫に備蓄されている。

排泄や入浴に関するチェック表はフロア
からは目に付かない事務所に貼られてい
る。トイレはフロアからは目隠しされた
位置にある。面会簿は個人別に記入する
カード形式で、職員が管理し、面会者に
記入を依頼している。ご家族との面談は
相談室で行っている。

入居者の希望を受けて、フロアの壁に献
立表を貼り出してから、献立表を見ての
会話が聞かれるようになった。献立は職
員が立てているため、日頃の会話等から
献立を考えたりと、自由度の高い献立と
なっている。

スタッフと一緒に野菜の下処理（皮むきや
たねとりなど）や片づけなどを行ってい
る。また、季節感を感じてただけるようメ
ニューを工夫したり、個々に合わせたメ
ニューや使いやすい食器を使用し食べやす
さに考慮している。スタッフは、ご利用者
様と一緒に食事をしている。

定期的に災害対策について施設内にて研修
があり学ぶ機会を設けている。また、当グ
ループホームにて火災訓練を実施してい
る。

日常生活の中で声かけなどについて、個人
の気持ちを尊重しプライバシーの確保に努
めている。また、個人の資料はカギのかか
るロッカーで保管している。

ご利用者様とのコミュニケーションをとり
ながら、ひとりひとりの想いを引き出すよ
うに努めている。スタッフはオープン・ク
ローズドの質問をしながら、ご本人様が自
己決定できるよう支援している。

その日の体調を考慮しながら、ご本人様の
希望にできるだけ副えるように心がけてい
る。また、各場面の担当者を決め、コミュ
ニケーションをとりながら、より細かな支
援が行えるように配慮している。

化粧や身だしなみなどは、居室や別室をご
利用していただいている。購入時は、ご本
人様の使い慣れた化粧品を使用していただ
いている。美容室でのカットが難しい方
は、スタッフが支援している。
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【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】
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福岡県　（ユニット　北棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保で
きるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をし
ている

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひと
りの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や
排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄
の自立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動
への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息
したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

ご本人の排泄パターンにより声掛けを行
い、必要に応じ案内している。トイレに
は24時間照明が入っている。介助する際
には、できるだけご本人の動作を促しな
がら支援している。トイレ内には、寒い
時期には人感センサー式の暖房器具を設
置している。

入浴を拒否される方には、無理強いをせ
ず、他の日にお誘いする等して、最低で
も週１日～２日は入浴できるようにして
いる。浴室の窓からは季節の花々が楽し
める。また季節のお風呂（ゆず湯や菖蒲
湯）、入浴剤を使って雰囲気を変えた入
浴を楽しんでもらっている。寒い時期に
はエアコンで暖房している。

ご本人様も体調に考慮するとともに、希望
に副って休憩していただいている。夜間不
眠の訴えがあった場合は、傾聴を行いフロ
アにてスタッフとご一緒に過ごしていただ
いている。また、夜間の不眠が続き、ご本
人様の不穏につながる場合は、主治医と連
携をとり支援している。

食事量は不足しないように、毎食チェック
し把握している。不足している場合など
は、主治医に相談しながら補助食品やご本
人様の好みに合わせ提供するよう努めてい
る。個人によって水分制限のあるご利用者
様はその方に合わせた量を把握し支援して
いる。

毎食後、口腔ケアの声かけ、見守り、介助
を行っている。義歯については、就寝前に
お預かりし洗浄を行っている。また、週1回
の訪問歯科回診があり、相談しながら口腔
内の清潔に努めている。また、歯科医の指
示により仕上げ磨きを行っている。

ひとりひとりの排泄習慣を把握し、ご利用
者様がストレスなく排泄が行えるように声
かけ、見守り、介助をしている。介助の際
は、出来るだけ残存機能を活かし、自立に
向けた支援を行っている。

排泄チェック表を活用して、スタッフ全員
で確認している。便秘が続かないよう水や
牛乳などの水分を多めに摂取していただく
よう声かけしている。また、便秘が続いて
いた場合は、主治医に相談するなどして改
善に努めている。

ご本人様の体調を考慮しながら入浴を行っ
ている。拒否がある場合は、声かけの方法
や時間帯、スタッフの交代など工夫し入浴
していただけるよう努めている。
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福岡県　（ユニット　北棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用
量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認
に努めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気
分転換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。また、普段は行けないような場
所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力し
ながら出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使
えるように支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり
取りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、ト
イレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺
激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、
生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような
工夫をしている

現在はご家族の協力を得て、散歩や買い
物、外出に連れ出して貰っている状況で
ある。

屋内は全体に茶色系の色で統一されてお
り、またドアは全て引き戸になっている
ため、落ち着いた和風の雰囲気となって
いる。廊下の両端、真ん中付近、食堂内
にはソファーが置いてあり、思い思いに
くつろいで過ごすことができる。これか
ら寒い季節には暖房が入り、加湿器も用
意されている。

フロアのディスプレイに季節感を取り入れ
て心地よく過ごしていただけるよう配慮し
ている。また、テレビやＣＤの音量や室
温、光など細やかな部分についてもストレ
スとならないように気を配っている。トイ
レは共用で気持ちよく使用できるように清
掃にも力を入れている。

薬が変更になった場合は、書面と口頭にて
申し送りを行っている。また、変更の情報
も共有するよう努めている。体調の変化に
は十分注意し、変化がみられた場合は主治
医に相談し、薬の調整などを行っている。
また、薬に対して拒否がある場合は、主治
医や薬局へ相談し錠剤を粉砕して服用して
いただいている。

片づけや野菜の下処理などの料理や散歩、
歌など毎日の生活が退屈にならないように
配慮している。また、体操・生花・陶芸な
どの教室を催し趣味活動を続けていただけ
るよう支援している。役割として食器拭き
や全体で使用するエプロンやタオルたたみ
なども取り入れている。

ご家族との病院受診での帰りに買物に行か
れたり、お墓参りやご家族との外食などご
家族と一緒に外出されている。

基本的に施設でお預かりしているが、ご本
人様が希望された場合は、ご家族に紛失な
どの危険があることを説明し了解を得たう
えでお金を所持していただいている。お金
の認識が難しい方は、事故の危険もありご
家族に説明しお預かりするようにしてい
る。

希望時は、ご家族様やご友人様に電話をか
けていただいている。また、携帯電話をご
使用の方については、使用時の支援を行っ
ている。年始には年賀状を出していただく
よう支援しているが、年始以外にもご家族
やご友人の方からお手紙や贈り物が届いた
際は、お礼の電話やお手紙をお出しいただ
けるよう支援している。
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福岡県　（ユニット　北棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同
士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心
地よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫
している

個室は全て畳仕様となっている。エアコ
ンと洗面台、収納用木箱、靴箱が初めか
ら用意されている。室内は本人の暮らし
に合わせて家具を持ち込んだり、移動し
たりして模様替えされている。玄関から
室内に入る部分にはカーテンが設えてあ
り、プライバシーが守られている。

フロア以外でも談話スペースを設けてい
る。テレビ前や廊下にソファーを置き、日
向ぼっこや散歩・談話など仲の良いご利用
者同士で過ごしていただけるよう工夫して
いる。

在宅時に使用されていた馴染みの家具や調
度品・仏壇・ご本人様が作った作品を展示
したり、趣味の物等取り入れ自由にご自分
の部屋を使用していただいている。また、
安全面も考慮し安全バーなども設置してい
る。エアコンの風にも配慮し苦手な方は直
接あたらないよう配慮している。

ご利用者様ひとりひとりの生活スペースを
把握し、各々の部屋の表示をしっかり目立
つよう表示している。個々の動線上に事故
に繋がるものがないように配慮している。
また、居室などにおいても事故を防ぐため
の環境作りに努めている。

―
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福岡県　（ユニット　北棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

　①ほぼ全ての利用者の

○ 　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

○ 　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

―

―

―

―

―
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63

64

項目番号

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58

59

60

61

項　　　　　　目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）
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福岡県　（ユニット　北棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

項目番号

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項　　　　　　目

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

○ 　④ほとんどない

　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

○ 　③あまり増えていない

　④全くいない

　①ほぼ全ての職員が

○ 　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての家族等が

　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―

―
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福岡県　（ユニット　南棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

施設方針で身体拘束は行っていない。身体
拘束廃止マニュアルを作成し、スタッフが
閲覧できるようにしている。マニュアルは
定期的に見直し、話し合いしている。施設
内にて定期的に職員研修も行われており身
体拘束について学ぶ場を設けている。日
中、玄関の施錠は行っていない。居室施錠
が必要なご利用者様にはご家族へ説明し同
意を得て、ケアプランに反映させている。

項　　　　　　目

「楽しく・美しく・いつまでも・地域と共
に」の介護理念を掲げている。スタッフは
毎日申し送り時に介護理念を暗唱してい
る。また、理念を元に昨日実施した利用者
様との関わりを報告してもらっている。ス
タッフ同士良い刺激となっており、理念を
意識しながら日常業務に取組んでいる。

法人として毎年開催する夏祭りや地域の施
設や病院と協力して定期的に開催している
サロンでは沢山の地域の方にお越しいただ
いている。敬老会には近隣の保育園や幼稚
園の園児の来訪があり、歌や遊戯などでご
利用者様と交流している。また、法人とし
て地域の運動会に参加している。

法人として介護相談センターを設け、地域
の方が認知症を含めた高齢者介護全般につ
いて相談できる場を設けている。また、地
域の施設や病院と協力して開催しているサ
ロンでも相談を行えるようコーナーを設け
ている。

会議の中で事業所の活動や取組、ご利用者
様の状況について報告している。その中
で、委員の方からのご意見やアドバイスを
いただき、グループホームのサービスの向
上へ繋げているが、ご家族様からの意見が
少ないために発言しやすい雰囲気作りが必
要だと感じている。

運営推進会議の委員として地域包括支援セ
ンターの方に参加していただいている。事
業所の状況を報告したり、地域の方の困っ
た事例を相談している。施設の夏祭りや敬
老会にも出席いただき日頃から交流を図っ
ている。

5

1

2

―

3
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項目番号 外部評価

【Ⅰ　理念に基づく運営】

1

2
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福岡県　（ユニット　南棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

年に一度、職員と労務担当者が個別に面接
する機会を設けている。日頃から職員がや
りがいをもって働けるよう、職場環境の整
備に努めている。

全スタッフは施設内の職員研修にて高齢者
虐待防止について学ぶことができる。万が
一、スタッフが虐待へと繋がる対応を発見
した場合は迅速に対応している。

全スタッフは施設内の研修において成年後
見制度・日常生活自立支援事業について学
ぶ機会を設けている。入居契約時には成年
後見制度についてご説明を行っている。ま
た、家族からの希望があれば、申請手続き
に関して支援、協力をしている。

入居契約時には、重要事項・契約内容につ
いて読み合わせを行っている。一項目ずつ
十分時間をとって説明を行っており、説明
不足がないように配慮している。また、不
安や疑問などがないか確認している。長期
にわたる利用での不安や料金改定の説明で
の疑問は、ご家族が納得されるまで説明を
行っている。

定期的なサービス担当者会議や運営推進会
議などにて、ご本人様やご家族様から意見
を聞く機会を設けている。また、面会時に
おいてもコミュニケーションを取りながら
要望がないかお聞きしている。

ミーティングなどで職員が意見を述べる場
を設けている。その他、希望に応じて意見
を聴く機会を設け日頃より業務改善を図っ
ている。また、年に一度職員に対しアン
ケートを実施しており意見や提案を聞く場
を設けている。

―

―
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―
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福岡県　（ユニット　南棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

入居前には必ずご家族様と面談を行い、不
安や要望などお聞きしている。ご家族様と
よく話し合いを行い、信頼関係の構築に努
めるとともに、当施設がどのような施設で
あるかを理解していただくよう努めてい
る。

職員の採用にあたっては、個別面接にて決
定しており年齢や性別などの制限は設けて
いない。また、職員ひとりひとりの能力や
経験に合わせ積極的に外部研修に参加する
機会を設けている。

施設内の研修にて、人権・接遇等に関する
勉強会を定期的に開催している。また、日
頃よりご利用者様に対する言葉遣い等につ
いて気を配るよう促している。

定期的に職員勉強会や施設内で委員会を開
催している。職員の能力や経験に合わせて
グループホーム内での係や委員会の担当を
任せている。また、外部研修に参加し、ス
キルアップの機会を提供している。

職員を外部研修に参加させたり、近隣の病
院や施設と協力して開催しているサロンに
て同業者と交流する機会を設けている。

サービスを導入する前には必ず面談を行
い、ご本人様より希望や不安についてお聞
きしている。また、不安については、特に
注意し声かけ方法など配慮している。サー
ビスを安心して開始していただけるよう信
頼関係構築に努めており、スタッフ間でも
情報交換を行っている。

―
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【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】
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福岡県　（ユニット　南棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

長期入院のために退所された方で、併設さ
れた特養への入所希望があればご案内して
いる。特養へ入所された方については、仲
の良かったご利用者様とスタッフが特養を
尋ねたりして交流を図っている。

入居前のご本人様やご家族様との面談の中
で、どのような生活を望んでいるのかを把
握するよう努めている。その中で、当施設
で提供可能なサービスについて説明し納得
された上でご入居いただいている。ご本人
様やご家族様の希望するサービスが提供で
きない場合は、他の事業所を紹介する場合
がある。

スタッフはご本人様の力を借りながら、食
器拭きや野菜の皮むき、洗濯物たたみなど
お願いし共に生活している。スタッフはご
本人様の思いを尊重しながらひとりひとり
に合った個々の力を大切に支援するよう努
めている。

感謝の日会や敬老会などの行事時に、ご家
族様を招待したり、可能な場合はご家族様
に外出支援への参加お願いしている。面会
時や毎月担当者からご家族様へご利用者様
の近況報告や写真を送ったりしてご家族様
との情報共有に努めている。

かかりつけの病院や行きつけの美容室など
について、ご本人様やご家族様の希望を優
先している。また、外出の希望があれば実
現できるように対応している。

スタッフは、日頃からご利用者様の人間関
係を把握し、ご利用者様間のトラブルを未
然に防ぐように努めている。また、レクリ
エーションなどを通してご利用者様同士で
応援などの声かけが行えるような雰囲気作
りをしている。

―

―

―

―
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福岡県　（ユニット　南棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

基本的に面会時間を設けているが、時間外
の面会についても柔軟に対応している。ご
家族の希望により外出の付添として他事業
所による外出支援も取り入れている。

スタッフは、日頃よりご本人様やご家族様
との会話の中で希望や意向の把握に努め、
希望に沿った生活が送れるように配慮して
いる。また、外出の希望がある場合は、ご
家族様と相談し個別支援にて対応してい
る。把握が困難な方の場合は、ご家族様か
らの情報や入居前のサービス事業所からも
情報を得ている。

スタッフはご本人様やご家族様からの情報
やご利用者様同士の会話を参考にすると共
に、日頃よりご利用者様ひとりひとりの生
活歴や趣味・好みなどの情報収集に努めて
いる。また、スタッフ同士、情報共有に努
めている。

スタッフは日頃よりひとりひとりの生活リ
ズムを理解し尊重している。毎日のバイタ
ル測定や細かな表情を気にかけ様子観察を
行っている。体調変化がある場合は、主治
医へ相談しており連携を図っている。

モニタリングでは、計画作成担当者や担当
スタッフだけでなく他のスタッフからも幅
広く意見を募り行っている。意見をもとに
担当者会議にてご本人様やご家族様の意見
を受け、ご本人様が安全にかつ安心して希
望する生活が送れるための介護計画の作成
に努めている。

介護記録については、キーワードを基に日
常の様子など細かい点について、ご本人様
の言葉も記入している。また、記録だけで
は伝わらない点については、毎日申し送り
を行い、口頭にて伝達している。問題点が
あればその都度話し合いを行い、解決する
ようにしている。

―
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【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】
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福岡県　（ユニット　南棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

全スタッフは対応について理解している。
施設内にて定期的に研修があり学ぶ機会を
設けている。各項目でマニュアルを作成
し、定期的に見直しを行っている。感染対
策用の備品は、すぐに取り出せる場所に置
いており、点検をするように心がけてい
る。

在宅時の馴染みの病院や薬局を把握し、入
居後も引き続き利用できるように支援して
いる。入居したことにより地域との関係が
途切れないようにしている。

かかりつけ医に関しては、ご本人様やご家
族様に意向を伺い希望を尊重している。そ
れぞれの主治医と連携をとりながらご利用
者様の健康を図っている。また、訪問歯科
回診も行っている。

当グループホーム内に看護師は配属されて
いないが、日々の状態で疑問に感じた場合
や急変時の対応・感染症の予防など、必要
な場合は併設の特養の看護師に相談し助言
を受けている。また、スタッフは訪問診療
のかかりつけ医の看護師と連携をとりひと
りひとりの健康管理に努めている。

ご利用者が入院した場合、定期的に病院を
訪れ看護師やソーシャルワーカーから話を
聞き、治療の経過やご利用者様の状況など
について情報を得ている。また、スタッフ
は日頃の受診付添の中から医師や看護師と
の関係作りに努めている。

施設見学・入居希望の問合せや入居契約時
に施設で出来る事とできない事についてご
本人様やご家族様に必ず説明し納得してい
ただいている。重度化した場合は、主治医
に相談し連携を強化すると共にスタッフ全
員が情報を共有している。万が一、当施設
で生活が続けられなくなった場合、他施設
や病院と連携をとり受け入れ先を探してい
る。

―
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福岡県　（ユニット　南棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

スタッフと一緒に野菜の下処理（皮むきや
たねとりなど）や片づけなどを行ってい
る。また、季節感を感じてただけるようメ
ニューを工夫したり、個々に合わせたメ
ニューや使いやすい食器を使用し食べやす
さに考慮している。スタッフは、ご利用者
様と一緒に食事をしている。

定期的に災害対策について施設内にて研修
があり学ぶ機会を設けている。また、当グ
ループホームにて火災訓練を実施している

日常生活の中で声かけなどについて、個人
の気持ちを尊重しプライバシーの確保に努
めている。また、個人の資料はカギのかか
るロッカーで保管している。

ご利用者様とのコミュニケーションをとり
ながら、ひとりひとりの想いを引き出すよ
うに努めている。スタッフはオープン・ク
ローズドの質問をしながら、ご本人様が自
己決定できるよう支援している。

その日の体調を考慮しながら、ご本人様の
希望にできるだけ副えるように心がけてい
る。また、各場面の担当者を決め、コミュ
ニケーションをとりながら、より細かな支
援が行えるように配慮している。

化粧や身だしなみなどは、居室や別室をご
利用していただいている。購入時は、ご本
人様の使い慣れた化粧品を使用していただ
いている。美容室でのカットが難しい方
は、スタッフが支援している。
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【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】
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福岡県　（ユニット　南棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

ご本人様も体調に考慮するとともに、希望
に副って休憩していただいている。夜間不
眠の訴えがあった場合は、傾聴を行いフロ
アにてスタッフとご一緒に過ごしていただ
いている。また、夜間の不眠が続き、ご本
人様の不穏につながる場合は、主治医と連
携をとり支援している。

食事量は不足しないように、毎食チェック
し把握している。不足している場合など
は、主治医に相談しながら補助食品やご本
人様の好みに合わせ提供するよう努めてい
る。個人によって水分制限のあるご利用者
様はその方に合わせた量を把握し支援して
いる。

毎食後、口腔ケアの声かけ、見守り、介助
を行っている。義歯については、就寝前に
お預かりし洗浄を行っている。また、週1回
の訪問歯科回診があり、相談しながら口腔
内の清潔に努めている。また、義歯が外れ
やすい方などは歯科医と相談しポリグリッ
プを使用し義歯が外れないように支援して
いる。

ひとりひとりの排泄習慣を把握し、ご利用
者様がストレスなく排泄が行えるように声
かけ、見守り、介助をしている。介助の際
は、出来るだけ残存機能を活かし、自立に
向けた支援を行っている。

排泄チェック表を活用して、スタッフ全員
で確認している。便秘が続かないよう水や
牛乳などの水分を多めに摂取していただく
よう声かけしている。また、便秘が続いて
いた場合は、主治医に相談するなどして改
善に努めている。

ご本人様の体調を考慮しながら入浴を行っ
ている。拒否がある場合は、声かけの方法
や時間帯、スタッフの交代など工夫し入浴
していただけるよう努めている。

―

―

―
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福岡県　（ユニット　南棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

フロアのディスプレイに季節感を取り入れ
て心地よく過ごしていただけるよう配慮し
ている。また、テレビやＣＤの音量や室
温、光など細やかな部分についてもストレ
スとならないように気を配っている。トイ
レは共用で気持ちよく使用できるように清
掃にも力を入れている。

薬が変更になった場合は、書面と口頭にて
申し送りを行っている。また、変更の情報
も共有するよう努めている。体調の変化に
は十分注意し、変化がみられた場合は主治
医に相談し、薬の調整などを行っている。
また、薬に対して拒否がある場合は、主治
医や薬局へ相談し錠剤から粉砕へ変更する
などしている。

片づけや野菜の下処理などの料理や散歩、
歌など毎日の生活が退屈にならないように
配慮している。また、体操・生花・陶芸な
どの教室を催し趣味活動を続けていただけ
るよう支援している。役割として食器拭き
や全体で使用するエプロンやタオルたたみ
なども取り入れている。

ご友人と美容室へ出かけられたりされてい
る。園内散歩は行っているが、ご家族が来
園時に外出されている。また、ご家族の希
望で他事業者による外出支援を取り入れて
いる。

基本的に施設でお預かりしているが、ご本
人様が希望された場合は、ご家族に紛失な
どの危険があることを説明し了解を得たう
えでお金を所持していただいている。お金
の認識が難しい方は、事故の危険もありご
家族に説明しお預かりするようにしてい
る。

希望時は、ご家族様やご友人様に電話をか
けていただいている。また、携帯電話をご
使用の方については、使用時の支援を行っ
ている。年始には年賀状を出していただく
よう支援しているが、年始以外にもご家族
やご友人の方からお手紙や贈り物が届いた
際は、お礼の電話やお手紙をお出しいただ
けるよう支援している。
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福岡県　（ユニット　南棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

フロア以外でも談話スペースを設けてい
る。テレビ前や廊下にソファーを置き、日
向ぼっこや散歩・談話など仲の良いご利用
者同士で過ごしていただけるよう工夫して
いる。

在宅時に使用されていた馴染みの家具や調
度品・仏壇・ご本人様が作った作品を展示
したり、趣味の物等取り入れ自由にご自分
の部屋を使用していただいている。また、
安全面も考慮し安全バーなども設置してい
る。エアコンの風にも配慮し苦手な方は直
接あたらないよう配慮している。

ご利用者様ひとりひとりの生活スペースを
把握し、各々の部屋の表示をしっかり目立
つよう表示している。個々の動線上に事故
に繋がるものがないように配慮している。
また、居室などにおいても事故を防ぐため
の環境作りに努めている。

―

23

―

55

56

57

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　（ユニット　南棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

　①ほぼ全ての利用者の

○ 　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

○ 　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

―

―
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―
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63

64

項目番号

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58

59

60

61

項　　　　　　目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）
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福岡県　（ユニット　南棟） 自己評価および外部評価結果 令和２年１月９日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

項目番号

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項　　　　　　目

○ 　①ほぼ全ての家族と

　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

○ 　③たまにある

　④ほとんどない

　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

○ 　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての家族等が

　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）
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